
施
政
方
針

施
政
方
針

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
考
え
方

　

令
和
５
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
や
国
・

県
の
政
策
動
向
を
捉
え
な
が
ら
、「
白
い
森

ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
基
軸
で
あ
る

　

１　

白
い
森
の
国
を
担
う
「
人
」
づ
く
り

　

２　

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
環
境
」
づ
く
り

　

３　

白
い
森
を
舞
台
と
す
る
活
き
活
き
と
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
暮
ら
し
」
づ
く
り

　

４　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

の
４
つ
の
柱
に
沿
っ
て
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
と
し
、
施
策
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
「
先

を
見
る
目
」
、
「
投
資
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」、「
町

民
の
意
見
を
聞
く
こ
と
」
と
い
う
視
点
で
精

査
し
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
て
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
重
視
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

令和５年度の主な事業

　

小
国
町
議
会
３
月
定
例
会
が

３
月
３
日
か
ら
15
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
令
和
５
年
度
の
ま
ち
づ

く
り
方
針
と
そ
の
予
算
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予

算
は
61
億
８
０
０
万
円
で
、

特
別
会
計
と
企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
全
会
計
予
算
総
額

１
１
３
億
７
７
２
８
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
は
令
和
５
年
度
に
お
け

る
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
を

示
す
施
政
方
針
と
予
算
の
主
な

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

「人」づくり

次期総合センター建設事業 ２億2,234万３千円

福祉医療給付事業 4,132万５千円

保小中高一貫教育支援事業 3,740万４千円

移住定住促進事業 861万４千円

学校給食支援事業 144万円

「暮らし」づくり

病院事業会計負担金 ２億円

障害者自立支援給付事業 １億4,439万円

白い森みらい創生事業 2,818万８千円

森林サービス産業推進事業 1,015万５千円

居住環境づくり調査事業 300万円

「環境」づくり

下水道施設災害復旧工事 ５億4,695万３千円

町道橋補修事業 9,050万円

公共交通運行事業 4,679万１千円

道路維持事業 2,753万４千円

避難所環境整備事業 39万５千円

さ

よ
う
ならおぐに保育園、64年間ありがとう

さ

よ
う
ならおぐに保育園、64年間ありがとう

さ

よ
う
ならおぐに保育園、64年間ありがとう

さ

よ
う
ならおぐに保育園、64年間ありがとう
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特集　特集　令和５年度施政方針および予算

確
保
、
18
歳
以
下
の
医
療
費
の
無

料
化
を
継
続
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

出
産
直
後
の
母
子
に
対
す
る
産
後

ケ
ア
の
体
制
確
保
や
、
乳
幼
児
健

診
を
は
じ
め
両
親
学
級
や
子
ど
も

の
食
育
事
業
な
ど
、
子
育
て
に
係

る
相
談
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
移
転

　

お
ぐ
に
保
育
園
の
閉
園
に
伴

い
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
白

い
森
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ア

ス
モ
内
に
移
転
し
ま
す
。
そ
の
整

備
に
係
る
期
間
中
の
活
動
は
、
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
や
お
ぐ
に
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
し
ま

す
。

■
保
小
中
高
一
貫
教
育
の
推
進

　

本
町
の
個
性
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
保
小
中
高
一
貫
教
育
を
通
じ

て
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
力

を
よ
り
大
き
く
伸
ば
す
教
育
を
展

開
し
ま
す
。

■
学
校
給
食
費
の
一
部
を
支
援

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
強
く
受

け
、
学
校
給
食
費
を
増
額
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
食
材
の
高
騰
分
の
一
部
を

支
援
し
ま
す
。

■
移
住
定
住
の
促
進

　

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
多
様
な
働
き

方
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
地

方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
首

都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
や
移
住
体
験
ツ
ア
ー

の
実
施
に
加
え
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

「
人
」づ

く
り

白
い
森
の
国
を
担
う

▲おひさま広場の様子

▲移住体験ツアーで木工体験に熱中

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

を
用
い
て
、
本
町
や
町
内
企
業
等

の
情
報
発
信
に
取
り
組
み
、移
住
、

定
住
を
促
す
施
策
を
総
合
的
に
展

開
し
ま
す
。
ま
た
、
移
住
支
援
策

と
し
て
、
新
規
に
就
業
さ
れ
る
か

た
、
子
育
て
中
の
世
帯
お
よ
び
東

京
23
区
か
ら
移
住
さ
れ
る
か
た
に

そ
れ
ぞ
れ
転
居
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
ほ
か
、
新
た
に
移
住
者
の

居
住
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
空

き
家
の
修
繕
経
費
等
を
支
援
し
ま

す
。

■
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

昨
年
度
は
、
建
設
に
向
け
た
実

施
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。
本
年

度
は
、
実
施
設
計
を
継
続
し
、
建

設
予
定
地
で
あ
る
お
ぐ
に
保
育
園

敷
地
の
地
質
調
査
を
行
う
ほ
か
、

園
舎
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
を
実
施

の
上
、
解
体
し
ま
す
。
ま
た
、
整

備
財
源
と
し
て
、
国
の
補
助
金
の

活
用
を
目
指
し
、
そ
の
前
提
と
な

る
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
に
、
引
き
続
き
取
り
組
み

ま
す
。

■
子
育
て
の
負
担
軽
減
へ

　

妊
娠
・
出
産
へ
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
定
期
妊
婦
健
診
費
用
や
出

産
費
用
を
助
成
す
る
ほ
か
、
町
独

自
の
出
産
支
援
金
に
加
え
、
国
の

制
度
を
活
用
し
出
産
応
援
交
付
金

と
子
育
て
応
援
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。
ま
た
、
産
後
ケ
ア
の
体
制

広報おぐに　2023.4
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特集　特集　令和５年度施政方針および予算

■
新
山
道
の
建
設
促
進

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
整

備
は「
小
国
道
路
」が
事
業
化
さ
れ
、

道
路
・
構
造
物
設
計
や
用
地
調
査

お
よ
び
用
地
補
償
の
ほ
か
、
一
部

の
工
事
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
大
き

く
前
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

も
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
を
中
心

に
、
関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
、

事
業
促
進
に
向
け
て
活
動
を
展
開

し
ま
す
。
な
お
、
本
町
独
自
で
早

期
完
成
に
向
け
た
機
運
を
さ
ら
に

高
め
て
い
く
た
め
、
国
道
１
１
３

号
沿
線
に
啓
発
看
板
を
設
置
し
、

町
内
外
へ
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま

す
。

■
道
路
の
安
全
確
保

　

町
道
の
改
良
と
し
て
、
長
者
原

内
川
線
、
西
田
沢
頭
線
の
整
備
を

継
続
し
、
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
五
味
沢
地
内
の
か
じ
か
橋
と

石
滝
地
内
の
小
枕
山
ト
ン
ネ
ル
の

補
修
を
進
め
、
道
路
交
通
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

■
効
率
的
な
町
営
バ
ス
の
運
行

　

公
共
交
通
の
確
保
と
し
て
、
町

営
バ
ス
３
路
線
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
４
路
線
の
運
行
を
確
保
し
、

よ
り
利
便
性
の
高
い
ダ
イ
ヤ
編
成

に
見
直
し
ま
す
。

■
災
害
時
の
対
応
強
化
へ

　

災
害
時
に
開
設
す
る
避
難
所
に

お
い
て
、
被
災
に
よ
り
電
話
が
不

通
と
な
っ
た
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
を
用
い
て
被
災
状
況
の

連
絡
や
災
害
対
策
本
部
か
ら
の
指

示
を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
の
モ

バ
イ
ル
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
機
器
や
発
電

機
等
を
整
備
し
ま
す
。

　

災
害
情
報
の
発
信
で
は
、
現
在
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
エ
リ

ア
メ
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
操

作
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
迅
速
に
、

か
つ
効
果
的
に
災
害
情
報
の
伝
達

を
図
る
た
め
、
情
報
発
信
を
一
括

化
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
力
避
難
が
難
し
い
高

齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た

な
ど
を
対
象
と
し
た
個
別
避
難
計

画
を
策
定
し
ま
す
。

■
予
防
伐
採
で
停
電
防
止
へ

　

昨
年
12
月
、
急
激
な
降
雪
の
影

響
か
ら
、
倒
木
に
よ
り
電
線
が
断

線
さ
れ
町
内
の
広
範
囲
で
長
期
間

に
わ
た
る
停
電
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
に
町

道
や
林
道
沿
い
で
倒
木
が
懸
念
さ

れ
る
個
所
に
つ
い
て
、
地
権
者
と

「
環
境
」づくり

白
い
森
の
魅
力
を
磨
く

@shiroimori_oguni

山形県小国町

▶
災
害
時
に
い
ち
早
く
情
報
を
伝
達
す
る

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

　

友
だ
ち
追
加
を
是
非
お
願
い
し
ま
す

▲令和４年度に森林環境譲与税を充当
　３歳児のためのファーストファニチャー贈呈

の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
予
防
的

に
伐
採
し
断
線
の
未
然
防
止
を
図

り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
や
林
道
の
巡
視
、

適
正
な
森
林
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
森
林
空
間
の
有
効
活

用
を
展
開
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
財
源
と
し
て
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
充
当
し
ま
す
。
本
年
度
は

２
千
５
０
２
万
６
千
円
が
交
付
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
事
業
の
実

施
に
加
え
、
こ
れ
を
原
資
と
す
る

森
林
整
備
等
促
進
基
金
に
積
み
増

し
し
ま
す
。

広報おぐに　2023.4
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特集　特集　令和５年度施政方針および予算

■
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構
想
の
推
進

　

白
い
森
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
構

想
の
実
現
に
向
け
、
食
や
健
康
、
環

境
を
切
り
口
と
し
て
、
都
市
と
地
方

の
住
民
が
相
互
に
交
流
す
る
事
業

や
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続
し

て
展
開
し
、「
白
い
森
お
ぐ
に
」
の

認
知
度
向
上
と
小
国
フ
ァ
ン
の
拡

大
、関
係
人
口
の
創
出
を
進
め
ま
す
。

■
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
創
出
へ

　

「
働
き
方
改
革
」、「
健
康
経
営
・

健
康
投
資
」
な
ど
、
企
業
経
営
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
大
き
な
変
革

の
動
き
が
見
ら
れ
る
中
で
、
医
療
、

福
祉
、
観
光
、
教
育
、
娯
楽
等
に

お
い
て
森
林
が
有
す
る
多
面
的
な

価
値
を
積
極
的
に
引
き
出
し
た
活

動
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
本
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

「
暮
ら
し
」

づ
く
り

白
い
森
を
舞
台
と
す
る

活
き
活
き
と
し
た

地
を
は
じ
め
と
し
た
森
林
空
間
を

活
用
し
、
森
林
と
健
康
や
食
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
を
組
み
合
わ
せ

た
、
新
た
な
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業

の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
開
催

　

山
形
県
が
提
唱
す
る
「
森
を
守
り
、

育
て
、
暮
ら
し
に
活
か
す
緑
の
循
環
シ

ス
テ
ム
」
の
考
え
方
を
広
め
、
緑
を
育

む
県
民
意
識
を
高
め
る
た
め
、
本
町
を

会
場
に
「
お
き
た
ま
森
の
感
謝
祭
」
を

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
森
と
水
と
人
と

の
関
わ
り
や
、
森
の
未
来
に
つ
い
て
学

ぶ
「
森
と
水
の
授
業
」
を
開
催
し
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
に
森
や
水
へ
の

感
謝
の
心
を
育
み
ま
す
。

■
安
定
的
な
病
院
経
営

　

町
立
病
院
は
、
本
町
の
人
口
減

少
に
伴
う
受
診
者
の
減
少
に
加
え
、

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に

よ
る
受
診
控
え
や
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
の
影
響
な
ど
か
ら
、
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
民
の
命
と
健

康
を
守
る
一
次
医
療
機
関
と
し
て

の
役
割
と
責
務
を
着
実
に
果
た
し

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
朽

化
し
た
Ｃ
Ｔ
機
器
等
の
医
療
機
器

の
更
新
を
行
い
、
診
療
体
制
の
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
町
立
病
院

の
今
後
の
在
り
方
や
経
営
強
化
に

向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
■
が
ん
患
者
を
支
援

　

治
療
と
就
労
の
両
立
、
お
よ
び
療

育
生
活
の
質
の
向
上
に
向
け
、
医
療

用
ウ
ィ
ッ
グ
や
乳
房
補
正
具
の
購
入

費
、
山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に

お
け
る
公
的
保
険
の
適
用
と
な
ら
な

い
重
粒
子
線
治
療
費
を
支
援
し
ま
す
。

■
居
住
環
境
を
整
備

　

企
業
の
従
業
員
や
移
住
者
等
が

町
内
に
居
住
す
る
た
め
の
賃
貸
住

宅
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
居
住
環
境
の
確
保
の
た

め
、
新
た
な
集
合
住
宅
の
形
や
整

備
手
法
な
ど
、
先
進
事
例
の
調
査

を
行
い
町
内
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
居
住
環
境
づ
く
り

に
向
け
た
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

▲森林サービス産業創出のため
　令和４年度は森林浴体験会を実施

▲病院の内側を知ってもらうために開催した
　いやしの園見学会（令和４年10月）

広報おぐに　2023.4
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む
す
び
に

特集　特集　令和５年度施政方針および予算

持
続
可
能
な

行
財
政
運
営

■
民
間
人
財
の
活
用

　

職
員
の
人
財
育
成
と
し
て
、
一

般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
と
山
形
県
庁
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
１

人
ず
つ
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
全

国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
と
地
域

農
政
未
来
塾
に
研
修
派
遣
し
ま
す
。

　

民
間
企
業
で
培
っ
た
専
門
知
識

や
経
験
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
生
か

し
て
、
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
を
推

進
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
白
い
森
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
専
門
員

を
受
け
入
れ
る
ほ
か
、
新
た
に
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
体
制
整
備
や
推

進
を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
人
財

を
受
け
入
れ
ま
す
。
加
え
て
、
令

和
４
年
８
月
豪
雨
災
害
対
策
と
し

て
、
県
内
自
治
体
か
ら
人
財
支
援

を
得
な
が
ら
、
早
期
復
旧
に
努
め

ま
す
。

　
■
ふ
る
さ
と
納
税
の
効
果
的
な
活
用

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
、
１
億
５
千
万
円
を
超
え

る
寄
付
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
本

町
を
応
援
す
る
多
様
な
人
々
の
思

い
が
反
映
さ
れ
た
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、こ
れ
を
原
資
と
す
る
「
白

い
森
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
を
積

み
増
し
し
、
各
種
の
地
域
活
性
化

に
資
す
る
事
業
に
活
用
し
ま
す
。

■
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

国
が
策
定
し
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推

進
計
画
の
重
点
取
組
事
項
に
位
置

　

令
和
４
年
８
月
豪
雨
で
は
、
山
形

県
内
初
の
「
大
雨
特
別
警
報
」
が
、

ま
た
、
本
町
北
部
地
区
に
は
「
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
」
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
一
方
、
同
年
12
月
24
日
の

24
時
間
降
雪
量
の
最
大
値
が
小
国
観

測
所
で
97
㎝
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
う
し
た
自
然
が
も
た

ら
す
災
害
に
あ
ら
が
う
術
は
な
く
、

自
助
に
取
り
組
み
、
共
助
で
支
え
合

い
、
公
助
を
待
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
危
険
個
所
を
点
検
す
る
と

と
も
に
、
住
民
の
生
活
態
様
や
人
口

構
成
の
変
化
に
着
目
し
な
が
ら
、
避

難
所
の
備
蓄
品
の
補
充･

保
管
な
ど
、

さ
ら
な
る
災
害
へ
の
備
え
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
民
並
び
に
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

※
施
政
方
針
の
全
文
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▲令和４年12月の豪雪時には
　貸与されたＰＨＥＶ車両が活躍

づ
け
ら
れ
て
い
る
、
自
治
体
業
務

シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

行
政
事
務
の
効
率
化
と
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
推
進
す
る
た
め
、

デ
ジ
タ
ル
推
進
計
画
を
策
定
し
ま

す
。

　

ク
ラ
ウ
ド
型
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
災
害
発
生
時
の

被
災
者
台
帳
を
作
成
す
る
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
罹
災
証
明
書
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
と
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
の
受
領
が
可
能
と
な

る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
な
お
、

当
該
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、

住
民
票
、
印
鑑
証
明
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
も
可
能
と
な
り
、
住
民
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

■
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

　

公
用
車
に
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ
自
動
車（
充

電
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
）
１

台
を
配
備
し
ま
す
。
な
お
、
当
該

車
両
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
、
避

難
所
等
で
の
電
源
機
能
と
し
て
も

活
用
し
ま
す
。
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議会費
8,990万５千円
議会費
8,990万５千円

総務費
13億2,190万４千円
総務費
13億2,190万４千円

民生費
12億1,129万５千円
民生費
12億1,129万５千円

衛生費
４億2,039万１千円
衛生費
４億2,039万１千円

労働費　479万９千円労働費　479万９千円農林水産業費
２億3,706万６千円
農林水産業費
２億3,706万６千円

商工費
２億9,839万４千円
商工費
２億9,839万４千円

土木費
７億5,059万８千円
土木費
７億5,059万８千円

消防費
３億1,221万８千円
消防費
３億1,221万８千円

教育費
５億3,887万４千円
教育費
５億3,887万４千円

災害復旧費
274万３千円
災害復旧費
274万３千円

公債費
９億1,480万３千円
公債費
９億1,480万３千円

諸支出金・予備費
501万円
諸支出金・予備費
501万円

　令和５年度予算が、小国町議会３月定例会で可決されました。一般会計予算は61億800万円。昨

年度より700万円減額しました。一般会計と特別会計、企業会計をあわせた町予算の総額は、113億

7,728万８千円。昨年度に比べ８億3,998万１千円（8.0％）の増額となりました。

　歳入では、町税が町内中核企業の業績が堅調に推移していることや、大型の投資が進ん

でいる状況を背景に、前年度比26％増の11億5,311万６千円となりました。歳出については、

次期総合センターの建設や昨年８月豪雨災害からの復旧事業に優先的に取り組むため、新

規の投資的事業を抑制しています。

※４月17日の駐在員文書で配布される「令和５年度予算のあらまし」でも詳しく紹介して

います。是非、ご覧ください。

新年度予算概要

【 歳 入 】

■町税　住民の皆さんや法人などに納めていただく税金
（町民税・固定資産税・たばこ税・軽自動車税など）
■地方交付税　市町村の財政状況に応じて、国から交付
されるお金。自治体間の財政力の不均衡をなくし、一
定の行政サービスを行うことができるよう国税（所得
税・酒税・消費税など）として集められた税金のうち、
一定割合を再分配したもの

■町債　町の借入金（借金）
■国・県支出金　市町村が行う特定の事業に対して、国
や県から交付されるお金

【 歳 出 】

■総務費　行政事務などに関する経費
■民生費　障がい者福祉、高齢者福祉、子育て支援などの経費
■衛生費　生活環境の保全、疾病予防、健康増進などの経費
■農林水産業費　農林水産業の振興・支援や、基盤整備などに
関する経費

■商工費　商工業や観光振興のための経費
■土木費　道路や河川を整備・管理するための経費
■教育費　教育や生涯学習、文化・スポーツなどの振興を図る
ための経費

■公債費　事業を行うため借りた町債の元金・利息などを支払
う経費

語 句 の 説 明

歳 出
一 般 会 計
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町税　
11億5,311万６千円
町税　
11億5,311万６千円

使用料および手数料
6,746万６千円
使用料および手数料
6,746万６千円
分担金および負担金
937万２千円
分担金および負担金
937万２千円

繰入金
３億1,185万７千円
繰入金
３億1,185万７千円
その他
２億6,427万６千円
その他
２億6,427万６千円

地方譲与税等
２億7,222万６千円
地方譲与税等
２億7,222万６千円

地方交付税　27億7,600万円地方交付税　27億7,600万円

町債
５億6,890万円
町債
５億6,890万円

国・県支出金
６億8,478万７千円
国・県支出金
６億8,478万７千円

自主財源
30％
自主財源
30％

依存財源
70％
依存財源
70％

一般会計予算 61億800万円61億800万円
昨年度から700万円減額昨年度から700万円減額

■一般会計

■特別会計

国民健康保険事業

部 落 有 財 産

訪 問 看 護

介 護 保 険

後期高齢者医療

61億800万円

６億6,106万円

9,689万円

6,977万円

10億9,287万円

１億1,464万円

■企業会計

病 院 事 業

老人保健施設事業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

13億81万４千円

４億1,202万１千円

１億9,634万２千円

１億3,852万１千円

5,883万２千円

11億2,752万８千円 

令和５年度各会計予算総額 113億7,728万円８千円
（前年度比8.0％増）

【令和５年度各会計予算】

（▲0.1％）

（▲1.6％）

（▲1.8％）

（▲10.7％）

（0.1％）

（▲5.4％）

令 和 年５ 度 予 算

（3.9％）

（3.4％）   

（18.8％）

（4.0％）

（皆増）

（皆増）

歳 入歳 入
一 般 会 計一 般 会 計
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